


■ 標準的な運賃の告示内容

北 陸 信 越 運 輸 局
小型車
(２tクラス)

中型車
(４tクラス)

大型車
(10tクラス)

トレーラー
(20tクラス)

200kmを超えて
500kmまで

20kmを増すごと
に加算する金額

（単位：円）

500kmを超えて
50kmを増すごとに
加算する金額

キロ程
車種別

Ⅰ. 距離制運賃表

10km
20km
30km
40km
50km
60km
70km
80km
90km
100km
110km
120km
130km
140km
150km
160km
170km
180km
190km
200km

12,530 
14,070 
15,600 
17,140 
18,680 
20,220 
21,760 
23,300 
24,840 
26,380 
27,910 
29,450 
30,980 
32,520 
34,050 
35,590 
37,120 
38,660 
40,190 
41,730 

3,060 

7,640 8,850 

3,540 

11,770 

4,710 

15,290 

6,120 

14,560 
16,370 
18,190 
20,000 
21,810 
23,630 
25,440 
27,250 
29,060 
30,880 
32,660 
34,450 
36,230 
38,020 
39,800 
41,590 
43,370 
45,160 
46,940 
48,730 

18,680 
21,150 
23,620 
26,090 
28,560 
31,030 
33,500 
35,970 
38,440 
40,910 
43,300 
45,690 
48,080 
50,470 
52,870 
55,260 
57,650 
60,040 
62,430 
64,820 

23,360 
26,580 
29,800 
33,020 
36,240 
39,460 
42,690 
45,910 
49,130 
52,350 
55,460 
58,570 
61,680 
64,790 
67,900 
71,010 
74,120 
77,220 
80,330 
83,440 
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距離制運賃　時間制運賃

地方運輸局等のブロック(10ブロック）単位

バン型の車両で設定

車両を貸し切って貨物を運送する場合の契約を前提に設定

国土交通省が告示した「標準的な運賃」

+
料金（待機時間料、積込・取卸料、附帯業務
料）や実費（高速道路利用料、フェリー利用
料等）については標準的な運賃には含ま
れていないため、別途収受することとされ
ています。

運賃、料金、実費をどのようなルールで適用するか、割増や割引の適用方法等、告示内容を
補完する事項を各トラック運送事業者が「運賃料金適用方」として定めます。

国土交通省では、トラックドライバーの労働条件の改善・ドライバー不足の解消を図り、
安定した輸送力を確保するため、トラック運送事業者が法令を遵守して持続的に事業
を行う際の参考となる標準的な運賃を告示しました。

料 金（積込・取卸料、附帯業務料）
実 費（高速道路利用料、フェリー利用料等）

運　賃（運送の役務の対価）

運賃表の種類

地域

車型

車種

対象となる
運送契約

料金や実費

運賃、料金の
適用ルール

小型車（2tクラス）　　　 中型車（4tクラス）　　 　  大型車（10tクラス）　 　 トレーラー（20tクラス）

取引先毎に契約書・覚書により取引条件を規定

特殊車両、休日、深夜・早朝、品目別、特大品、悪路、冬期、地区割増
長期契約、往復割引
割増・割引範囲の設定、個建、待機時間料、積込・取卸料、附帯業務料、
実費（有料道路、フェリー利用料等）

割 増

割 引

その他

燃料等の上昇によるコストの増加分を別建て運賃として設定する制度のことです。
標準的な運賃では、軽油の基準価格を１００円/ℓで設定しています。

元請・下請の関係

燃料
サーチャージ

元請事業者の傭車費用・管理料は含まず、実運送を行う場合に要する原価について計算

トラック輸送の「標準的な運賃」に
ご理解 ・ ご協力をお願いいたします
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燃料価格が１円あがる
と、トラック運送業界全体
で年間約150億円もの
負担が増えます。トラック
は、燃料が無ければ走れ
ません。どれだけ頑張っ
て走っても、走った分だ
け赤字が増えます。

燃料等の上昇によるコストの増加分を
別建て運賃として設定する制度のこと
です。
標準的な運賃では、軽油の基準価格を
１００円/ℓで設定しています。

燃料サーチャージとは

標準的な運賃　燃料サーチャージ計算例

前提
条件

国土交通省告示「標準的な運賃」　北陸信越運輸局　距離別運賃による大型車の計算例

●走行距離：242km(長野～新宿)＜標準的な運賃　78,950円＞
●燃　　費：3.7km/ℓ
●燃料価格上昇額50円上昇（仮）▶算出上の燃料価格上昇額47.5円

計算式 走行距離（km）÷燃費(km/ℓ)×算出上の燃料価格上昇額(円/ℓ)
＝242(km)÷3.7(ｋｍ/ℓ)×47.5(円/ℓ)＝3,106円（標準的な運賃の約3.9％）

燃料サーチャージ適用

100円/ℓ

上昇分燃料サーチャージ

標準的な運賃

燃料サーチャージは、他の交通分野にも導入されている運賃制度です。
運送業界が今後も安定した輸送力を提供するためには、「標準的な運賃」と燃料サーチャージ等

適正な運賃・料金の収受が必要不可欠です。

燃料代が、再び 「高騰」 しています。

特殊車両割増

休日割増

深夜・早朝割増 

冷蔵車・冷凍車………………………………………２割
日曜祝祭日に運送した距離に限る…………………２割
午後10時から午前５時までに運送した距離………２割

基
礎
額

（単位：円）

小型車
(２tクラス)

中型車
(４tクラス)

大型車
(10tクラス)

トレーラー
(20tクラス)

車種別
種 別

北 陸 信 越 運 輸 局Ⅱ. 時間制運賃表

Ⅲ. 運賃割増率

Ⅳ. 待機時間料

Ⅴ. 積込料、取卸料、
　 附帯業務料

８時間制
基礎走行キロ：小型車は100km
　　　　　　　小型車以外のもの130km

４時間制
基礎走行キロ：小型車は50km
　　　　　　　小型車以外のもの60km

加
算
額

基礎走行キロを超える場合は、
10kmを増すごとに

基礎作業時間を超える場合は、
１時間を増すごとに

４時間制の場合であって、午前から午後にわたる場合
は、正午から起算した時間により加算額を計算する。

Ⅵ. 実費

Ⅷ. その他

Ⅶ. 燃料サーチャージ 別に定めるところにより収受

小型車
(２tクラス)

中型車
(４tクラス)

大型車
(10tクラス)

トレーラー
(20tクラス)時 間

車種別

30分を超える場合において
30分までごとに発生する金額 1,670 円 1,750 円 1,870 円 2,220 円

■ 標準的な運賃の告示内容

トラック輸送の「標準的な運賃」に
ご理解 ・ ご協力をお願いいたします

燃料価格高騰はトラック事業に
大きな影響を及ぼしています

積込み、取卸しその他附帯業務を行った場合には、運賃とは別に料金として
収受

有料道路利用料、フェリー利用料その他の費用が発生した場合には、運賃
とは別に実費として収受

この告示に定めるもののほか、この告示の施行に関し必要な事項は、別に
定める。

「燃料サーチャージ」のご理解をお願いします。

（一財）日本エネルギー経済研究所
石油情報センター調べ

31,280 37,440 48,690 61,470

18,770 22,470 29,210 36,880

280 340 510 710

2,880 3,020 3,230 3,820

長野県の軽油現金価格の推移
（円/ℓ）

100
4.74.64.54.44.34.24.13.123.113.103.93.83.73.63.53.43.33.23.12.122.112.102.92.82.72.62.5R2.4

120

140

160

180

114.1
113.7

119.3
120.3

122.7
121.9

121.9
121

124
125.9

130.2

137.6
136.9

138.8
143.5145.5

144.2 146.8

155.6 156.5
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164.6

157.2
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